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◆本資料に記載された将来情報などは資料作成時点での当社の認識、意見、判断又は予
測であり、その実現を保証するものではありません。様々な要因により実際の業績や結果とは
大きく異なる可能性があることをご承知おき下さい。

◆説明会および本資料は、当社をご理解いただくための情報提供を目的としたものであり、当
社又は子会社が発行する有価証券への投資を勧誘するものではありません。

◆本資料は、正確性を期すために慎重に作成しておりますが、完全性を保証するものではあり
ません。本資料中の予測や情報によって生じた障害や損害については、当社は一切責任を
負いません。

◆ セグメント収益は、セグメント間の内部営業収益又は振替高を含んだ営業収益を表示して
います。

◆金融商品取引業の業績は経済情勢および市場環境の変動を大きく受けるため、業績を適
正に予想し、開示することは極めて困難であることから、2023年12月期業績予想にJトラス
トグローバル証券（JTG証券）の業績は織り込んでいません。

◆親会社の所有者に帰属する当期利益を当期純利益と表示しています。
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第3四半期時点の営業利益は、
通期予想105億円を超過し111億円で着地

Jトラスト銀行インドネシアおよびJトラストロイヤル銀行が
牽引し、東南アジア金融事業は順調

日本金融事業では主力の日本保証と
パルティール債権回収が引き続き好調

金融3事業の四半期営業利益は14億円と
第2四半期の6億円から増益
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➢ 3Qの四半期営業利益は14億円と2Qの6億円から増益
（金融3事業…日本金融事業、韓国及びモンゴル金融事業、東南アジア金融事業の総称）
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7月～9月
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2022/3Q 2023/3Q 差額（※）

営業収益 569億円 845億円 276億円

営業利益 149億円 111億円 -38億円

税引前利益 180億円 130億円 -50億円

当期純利益 142億円 183億円 41億円

➢ 276億円の増収

➢ 当期純利益は、M&A効果や固定資産売却益の計上等により41億円の増益

連結決算概要（前年同期比）

（※）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しています。
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➢ 利益項目は、通期予想を全て超過

通期予想 3Q実績 進捗率

営業収益 1,180億円 845億円 71.7%

営業利益 105億円 111億円 106.0%

税引前利益 125億円 130億円 104.8%

当期純利益 165億円 183億円 111.2%

2023年12月期 通期予想に対する進捗率



801|2023年12月期 第3四半期 連結決算概要

セグメント別営業収益（前年同期比）

2022/3Q 2023/3Q
差額
（※1）

日本金融事業 83億円 102億円 19億円

韓国及び
モンゴル金融事業

271億円 356億円 85億円

東南アジア金融事業 205億円 276億円 71億円

不動産事業 8億円 109億円 101億円

投資事業 2億円 1億円 -1億円

その他 3億円 4億円 1億円

連結営業収益（※2） 569億円 845億円 276億円

（※1）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しています。
（※2）連結営業収益は連結調整後の数値となります。

➢ 韓国及びモンゴル金融事業では、昨年4月に取得したJT親愛貯蓄銀行が9カ月間寄与し大幅増収

➢ 東南アジア金融事業は、利息収益の増加により71億円増収

➢ 不動産事業は、今年2月にミライノベートを吸収合併したことにより増収
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セグメント別営業損益（前年同期比）

2022/3Q 2023/3Q
差額
（※1）

日本金融事業 33億円 34億円 1億円

韓国及び
モンゴル金融事業

141億円 -16億円 -157億円

東南アジア金融事業 7億円 12億円 5億円

不動産事業 -0億円 100億円 100億円

投資事業 -15億円 -15億円 -0億円

その他 1億円 -0億円 -1億円

連結営業利益（※2） 149億円 111億円 -38億円

（※1）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しています。
（※2）連結営業利益は連結調整後の数値となります。

➢ ミライノベートを吸収合併したことにより1Qに負ののれん益93億円を不動産事業に計上

➢ 日本金融事業および東南アジア金融事業は増益

➢ 韓国及びモンゴル金融事業は、前期に計上した負ののれん益97億円が剥落
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日本金融事業

2023年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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日本金融事業の保証残高の推移
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➢ 主力のアパートローンおよび有価証券担保ローンが好調で、保証残高は7四半期連続増加

➢ 今期12月末には期初予想2,280億円を上回る見込み

2,237

（※）保証残高は、保証債務総合計の数値
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➢ 中古アパートローンの保証残高は、前年同期比約2.2倍

➢ 期末時点では、374億円まで増加する計画
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サービサー事業における請求債権残高
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➢ 回収が順調に推移した一方で、今期(1月～9月)167億円の債権を購入し残高は微増

➢ 今後も順調な回収と債権購入が続く見込み

9,163
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➢ 提携先の割賦取扱拡大により割賦取扱高は91億円と、年間100億円の計画達成に向け順調に進捗

➢ 期末に向けて取扱い残高のさらなる積み上げを計画

取扱高（3Q累計）

単位：億円

前年同期比

6.3倍

前年同期比

4.5倍

Nexus Cardの取扱高・割賦売掛金残高の推移

（※）個品割賦販売における取扱高
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【新社長のコメント】
中小企業の経営者、ベンチャー企業起業家をコアターゲットとした
金融サービスにフォーカスし、従来型の証券ビジネスから持続的に
成長できるビジネスモデルへと転換してまいります。

ベンチャー企業並びにベンチャー起業家を対象とした総合的な金融ソ
リューションをワンストップで提供、海外投資商品のさらなる強化とその
他のアセットクラス商品のレベルアップやグループシナジーを追求すること
で当社独自の付加価値創造に向けて進んでまいります。

略歴

2000年6月 ディーエルジェイディレクト・エスエフジー証券株式会社（現：楽天証券株式会
社） 入社

2006年10月 同社 執行役員 マーケティング本部長

2012年5月 同社 常務執行役員

2016年11月 楽天銀行株式会社 常務執行役員 個人営業本部兼サービス高度化本部担
当役員

2023年10月 Jトラストグローバル証券代表取締役社長現任

➢ JTG証券、提携銀行、日本保証の協業による「有価証券担保ローン」は好評で、当商品の取り組み
により増加した預り資産は62億円

➢ 新社長を招聘したほか、ウェルスマネジメントビジネス拡大に向けた人材獲得などを推進

2022年11月開始以降好評

※商品・サービスの概要等詳細につきましては、

Jトラストグローバル証券のホームページをご覧ください。

ホームページ：https://www.jtg-sec.co.jp/

- 10月1日、JTG証券 新社長就任 -

矢田 耕一（ヤダ コウイチ）

Jトラストグローバル証券代表取締役社長

https://www.jtg-sec.co.jp/
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韓国及びモンゴル金融事業

2023年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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➢ 預貸スプレッドの縮小が続いていたが、足元ではJT親愛貯蓄銀行は縮小一服、JT貯蓄銀行は拡大

➢ 引き続き預貸スプレッドの適切な管理を行い、拡大を目指す

JT親愛貯蓄銀行とJT貯蓄銀行の預貸スプレッド

平均預金金利 平均貸出金利 預貸スプレッド

2022年6月 2.43% 10.78% 8.35%

2022年9月 2.87% 10.90% 8.03%

2022年12月 4.28% 11.01% 6.73%

2023年3月 4.61% 11.09% 6.48%

2023年6月 4.75% 11.23% 6.48%

2023年9月 4.87% 11.36% 6.49%

平均預金金利 平均貸出金利 預貸スプレッド

2022年6月 2.41% 8.96% 6.55%

2022年9月 2.70% 9.00% 6.30%

2022年12月 4.00% 9.40% 5.40%

2023年3月 4.67% 9.88% 5.21%

2023年6月 4.74% 10.39% 5.65%

2023年9月 4.82% 10.66% 5.84%
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➢ 貸出残高は戦略的に抑制

➢ 貸出残高の減少もあり、90日以上延滞債権比率は8.68%となるも前月よりは低下しているほか、今後

はさらに低下の見通し

➢ 貸し倒れ引当金を控除したネットNPLは2.64%と低水準

ネットNPL 
2.64％
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（※）数値は現地通貨に2023年9月末レート（1韓国ウォン=0.1111円）を乗じて表示

単位：億円

➢ 貸出残高は今年4月を底に反転し、2,315億円に増加

➢ 90日以上延滞債権比率は5.58%と落ち着いており、引き続き不良債権の抑制に努める

➢ ネットNPLは2.43%と低水準

ネットNPL 
2.43％
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東南アジア金融事業
2023年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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東南アジア金融事業
(Jトラスト銀行インドネシア)

2023年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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2022/3Q実績 2023/3Q実績
差額
（※）

営業収益 109億円 168億円 59億円

営業利益 8億円 10億円 2億円

➢ 前年同期比59億円の増収、2億円の増益

（※）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しています。

順調に営業黒字幅を拡大
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（※）数値は現地通貨に2023年9月末レート（1インドネシアルピア=0.0097円）を乗じて表示

ネットNPL 
1.10％

➢ 貸出残高は前年同期比で34%増となり、過去最高を更新

➢ 債権の不良化抑制と回収による不良債権金額の圧縮に加え、貸出残高の増加もあり不良債権比率は

1.5%まで低下、今後も低水準推移が続く見込み（2023年6月末基準のインドネシア銀行業界の平均は2.4％）



2902|2023年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み

2020/

01

03 06 09 12 2021/

01

03 06 09 12 2022/

03

06 09 12 2023/

03

06 09

※9月末債権残高：23.5兆ルピア= 2,289億円

2020年1月以降の新体制で積み上げたローン残高とNPL比率

➢ 2020年1月以降、新体制（審査体制等の変更）によりリスクマネジメントを強化

➢ 新体制で、積み上げたローンのNPL比率(Gross)は2023年9月時点で0.09％

➢ 新体制による貸出残高は全体の93.14%(約2,131億円=約21.9兆ルピア)まで拡大

旧体制で積み上げた貸出残高

新体制で積み上げた貸出残高

新体制で積み上げたローンの
NPL Grossは2023年9月時点で

旧体制で積み上げたローンの
NPL Grossは2023年9月時点で
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5.44%

預金残高と預金金利の推移

単位：億円

➢ 預金金利は若干の上昇も、インドネシアの政策金利6.00%よりは低水準で推移

（※）数値は現地通貨に2023年9月末レート（1インドネシアルピア=0.0097円）を乗じて表示

2,884
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重機ローンの残高
単位：億円

重機ローンビジネス

前四半期比

31％増

➢ 資源大国であることに加え、首都移転に伴う都市開発が行われるなどニーズが高く、重機ローンの残高は

前四半期比31%増、今後も増加を見込む



32

↑調印式の写真（10月10日、ジャカルタ Jトラスト銀行インドネシア本店）

左から、西京銀行 赤井氏、代表取締役頭取 松岡氏、

Jトラスト銀行インドネシア 代表取締役社長 深代氏、取締役 ウィジャヤ氏 ↑調印式の写真(9月12日)

➢ 10月に西京銀行と、顧客のインドネシア進出を支援する業務提携契約を締結

➢ 第4回インドネシアトップバンクアワード2023において、「トップバンクアワード」を受賞

➢ JKT48のブランドアンバサダー契約締結および、JKT48とのコラボ預金商品の発売開始

インドネシアへの事業進出を検討している事業者は、以下のEメールアドレスまでお問合せください
Jトラスト銀行インドネシア ジャパンコリアデスク：jlink@jtrustbank.co.id

JKT48コラボレーション預金商品「Tora預金×JKT48」
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東南アジア金融事業
Jトラストロイヤル銀行（カンボジア）

2023年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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2022/3Q実績 2023/3Q実績
差額
（※）

営業収益 82億円 100億円 18億円

営業利益 8億円 10億円 2億円

➢ 前年同期比18億円の増収、2億円の増益

（※）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しています。

前年同期比
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貸出残高と不良債権比率の推移

（※）数値は現地通貨（USドル）に2023年9月末レート（1USドル=149.58円）を乗じて表示

➢ 貸出残高は戦略的にコントロールし微増

➢ 債権回収に注力し不良債権比率は低下、今後も不良債権の抑制と回収強化に努める

（※）不良債権比率は、NBC(カンボジア中央銀行)への報告数値

ネットNPL 
0.7％
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1,596

（※）数値は現地通貨（USドル）に2023年9月末レート（1USドル=149.58円）を乗じて表示

預金残高と預金金利の推移

➢ 利息費用の圧縮を図るため、高金利預金を一部開放するなど、引き続き戦略的にコントロール
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➢ CJCC(カンボジア日本人材開発センター)、 JICA東京、第四北越銀行と共催で、カンボジアでの投

資機会を探るビジネス支援セミナーを開催、今後のカンボジアへの投資における架け橋となる

➢ 8月中旬に、新車を取り扱うオートローンを提供開始

➢ 上位富裕層向け預金商品「Signature Banking（シグネチャーバンキング）」をリリース

カンボジアへの事業進出を検討している事業者は、以下のEメールアドレスまでお問合せください
Jトラストロイヤル銀行ジャパンデスク：jpdesk@jtrustroyalbank.com

↑10月27日、オンラインで実施

10/27
終了
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不動産事業

2023年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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➢ Jグランドの事業拡大とミライノベートの吸収合併等により101億円の増収

➢ 負ののれん益93億円を除いても7億円の増益
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➢ Jグランドが販売する新築物件は、全室入居者の初期費用０円（敷金・礼金・仲介手数料・保険料）

➢ 今後発売予定のJ-ARCシリーズは、全室 Refaシャワーヘッド＆シーリングプロジェクター完備

➢ 第一弾！J-ARC大森町 高収入を狙える民泊併用可能レジデンス発売開始
インバウンド回復した今がチャンス！！

不動産事業の取り組み

0

10
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40

2022/

3Q累計

2023/

3Q累計

売上高

前年同期比

5.7倍

単位：億円

（今後の販売予定物件）

販売価格(単位：千円）

J-ARC 6件 2,289,000

J-Maison 2件 342,000

Vintage Residence 11件 1,822,800

2023年３Q累計販売済

概要 仕入物件 概要

三軒茶屋Ⅱ RC造 3階 11戸 新宿 RC造 5階 10戸

池尻大橋 RC造 3階 11戸 新丸子 RC造 5階 19戸

武蔵小山 RC造 5階 11戸 恵比寿Ⅰ RC造 4階 15戸

三鷹台 S造 3階 11戸 自由が丘 RC造 4階 15戸

曙橋 RC造 4階 13戸 早稲田 RC造 4階 8戸

下赤塚 木造 3階 12戸 蕨Ⅲ 木造 3階 12戸

東川口A 木造 3階 11戸 南越谷 木造 3階 12戸

川口Ⅱ 木造 3階 15戸 淵野辺 木造 3階 15戸

仕入物件

J-ARC

新築マンションシリーズ

J-Maison

新築アパートメント

シリーズ

富裕層向けサイト「Owners Site」

シーリングプロジェクター

※イメージ

会員登録は
こちら☞
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公式アプリが誕生しました

⚫ アプリ限定・オリジナル情報を配信
⚫ 最新情報もアプリでお届け

➢ グローベルスは、新築分譲マンションや新築戸建などの不動産開発事業やソリューション事業、不動産クラ
ウドファンディング事業などを手掛ける、総合不動産デベロッパー

➢ 都心(港区、城南・城西地区)をはじめとした関東圏を中心に、事業展開

➢ 現在、国立市(2件) と府中市に分譲マンションを販売中

不動産事業の取り組み

『グローベル国立ツインプロジェクト / ザ·スイート & ザ·プレイス』

第1期分譲受付中

※グローベル 東京府中サンクチュアリ 2024年4月 竣工予定

※2024年4月 竣工予定

※右記のQRコードをスマート

フォンで読み取っていただくと、

iPhone / iPad / Android 

に対応した各アプリストアへ

画面遷移します。
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投資事業

2023年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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シンガポール高等法院による判決(Group Lease PCLらに対する訴え)

➢ 2023年4月、シンガポール高等法院において被告らに対して、約1億2千4百万米ドル(約165億5千5

百万円 1米ドル=133円換算)および、これに対する2021年8月からの利息の支払い等を命じる判決

➢ 裁判が終結し、将来的に支払いが履行されれば営業利益を押し上げる(通期予想には含まず)

➢ 裁判が終結すれば裁判費用が剥落し、営業利益を押し上げる要因に

50M米ドルの金銭債権の訴訟

１審判決：2020年2月12日

2審判決：2020年10月6日
約70M米ドルならびに約13万シンガポールドル

＋シンガポールにおける訴訟費用を支払うよう命じる判決

回収時期と回収金額：2021年7月までに全額回収

営業利益への影響：2021年12月期に利益計上

投資事業損益への影響

-17

54

-22 -20-30

-10

10

30

50

2020

/12

2021

/12

2022

/12

2023

/12予

単位：億円（ご参考）シンガポールにおける過去の訴訟判決と回収実績

8カ月弱
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01｜2023年12月期 第3四半期 連結決算概要

02｜2023年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み

03｜株主還元について
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➢ 10月3日時点の株主様へ株主ご優待券を11月下旬に発送予定

株主ご優待券の種類

保有株数 内容
ご優待券

1枚あたりの金額(※2)

100株～ メンズクリア（メンズ脱毛） 30,000円分(1枚)

ストラッシュ（レディース脱毛） 30,000円分(1枚)

ミラクリニックorメンズミラクリニック
（医療脱毛）

30,000円分(1枚)

チキンジムorアテナジム
（パーソナルトレーニング）

30,000円分(1枚)

11月下旬：株主様のご住所にご優待券とご案内を発送

12月1日：株主ご優待券ご利用期間開始

2024年5月31日(※1)：株主ご優待券ご利用期間終了

株主ご優待券に関するスケジュール

詳細は発送をもってご案内させていただきます。

※1…チキンジムの有効期間は、2024年4月30日まで

※2…5万円以上の各種サービスの内、優待券に記載の金額分ご使用いただけます。
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【10月30日】

株式会社ガイアおよびそのグループ会社の事業の再建支援に係る基
本合意書締結

【10月2日（適時開示は8月25日）】

MIRAI株式会社（旧：西京カード）の子会社化

【10月31日】

特定子会社（PT JTRUST OLYMPINDO MULTI FINANCE）
の株式譲渡完了

※本件に伴う詳細及び当社グループの業績見通しへの影響につきましては、現在精査中です。




